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 はじめに 

 本マニュアルは、災害が発生または発生するおそれがある場合に設置される

指定一般避難所等に関する基本的な考え方、避難所組織のあり方や活動の内容

をまとめたものです。 

大規模な災害時には、市と自主防災組織をはじめとする地域住民及び避難者

が協力して避難所を運営することとなります。このマニュアルは避難所を開設

し、運営する際の手引きとして活用できるよう、開設から閉鎖までの手続きや

運営組織の役割、要配慮者やペットの受入れ等の配慮が必要な事項について災

害種別（地震編・風水害編）ごとに初動期、中長期に分けて記載されています。 

災害発生時に円滑な避難所の運営が実施できるよう事前に本マニュアルを確認

しておきましょう。 
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第１章 避難所運営の基本方針 

 

１ 避難所に関する基本的な考え方 

避難所は、生命の安全確保を目的とし、災害の危険がなくなるまでの期間

または、家に戻れなくなった住民を一定期間滞在させる施設です。 

避難所の生活を安定させ、運営に係る様々な活動を円滑に行うためには、

避難者同士の助け合いや協働の精神に基づく自主的な運営が不可欠となるこ

とから、行政、施設管理者、地域が協力・連携して避難所の開設・運営を行

うことが必要です。 

（１）感染症の拡大を防止する避難所運営 

   避難所における感染症の拡大を防止するため、親戚や友人宅、在宅での

避難など、避難所以外へ避難することについて日ごろから周知徹底を図り

ます。その上で、避難所運営を行う際は、検温の実施や、「密集」「密接」

「密閉」を避けるなどの工夫が必要となります。 

 

（２）初動期の避難所運営 

避難に関する情報発令時または地震発生直後の避難所開設当初において

は、避難所担当職員（＝市職員）・施設管理者が自主防災組織と協力し

て、応急的に避難所の運営を行います。 

   

（３）中長期の避難所運営 

避難所での生活が始まり、初動期の応急的な対応が落ち着いた段階で、

自主防災組織及び避難者を中心とした避難所運営委員会による運営に移行

します。  

 

２ 避難所の目的と種類 

（１）指定一般避難所 

地震や風水害等の災害で被災し、自宅で生活できない方が一定期間滞在

（避難生活）するために、市があらかじめ指定している施設です。市で

は、小・中学校などを中心に、９５箇所の避難所を指定しています。 

 

（２）指定福祉避難所 

   指定福祉避難所とは、指定一般避難所での共同生活を続けることが困難

な高齢者や障害者、妊産婦などの特別な配慮を必要とされる方が避難する

施設です。受入れ対象者を特定し、特定された要配慮者とその家族のみが

避難する施設です。 
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（３）福祉避難所 

指定一般避難所での共同生活を続けることが困難な高齢者や障害者、妊

産婦などの特別な配慮を必要とされる方が避難する施設です。 

なお、福祉避難所は、災害の種類・規模及び発生場所等を考慮して、当

初より開設を予定します。 

 

 ＜（例）要配慮者の避難先区分＞ 

避難・搬送先例 区分 
判断基準 

概要 実例 

病院 治療が必要 ・治療が必要 

・発熱、下痢、嘔吐 

・酸素 

・吸引 

・透析 等 

福祉避難所 日常生活に全

介助が必要 

・食事、排泄、移動が

一人でできない 

・胃ろう 

・寝たきり 等 

指定一般避難所

の個室 

（学校では体育

館以外の教室

等） 

日常生活に 

一部介助や 

見守りが必要 

・食事、排泄、移動の

一部に介助が必要 

・産前・産後・授乳中 

・医療処置を行えない 

・3歳以下とその親 

・精神疾患がある 

・半身麻痺 

・下肢切断 

・骨粗しょう症 

・発達障害 

・知的障害 

・視覚障害 等 

指定一般避難所

の大部屋 

自立 ・歩行可能、健康、介

助がいらない、家族

の介助がある 

・高齢者 

・妊婦 等 

                 内閣府 福祉避難所の確保・運営ガイドラインより 

 

※（例）要配慮者の避難先区分は避難先を選択する際の目安となっております。

避難者自身の身体状況等を考慮して避難をする必要があります。 

 

（４）ペットの生活場所への持込可能な避難施設 

ペットの生活場所への持込可能な避難施設として、伊勢崎第二市民体育館 

を開設します。避難の際は、必ずケージに入れ、飼育(餌やりなど)や飼育場

所の清掃は、飼い主が責任を持って行います。 

※第二市民体育館については洪水時のみ開設します。 

 

＜自主避難所＞ 

 台風が接近し、被害が予想される場合は、避難に関する情報を発令する前に

自主避難所を開設します。自主避難所は指定一般避難所とは異なり、一時的に

開設するものです。なお、避難所の指定を受けている施設については、避難に

関する情報が発令された場合、指定一般避難所に移行します。 
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３ 避難所運営にかかわる組織の役割 

組 織 基本的な役割 

地 

 

域 

自主防災組織等 

（運営主体） 

■災害発生・避難に関する情報発令直後は、施設管理

者・避難所担当職員と協力して応急的に避難所の運営を

行います。 

■災害等により避難した地域住民が、一定期間秩序ある

生活をする避難所を管理運営するために、自主防災組織

が中心となり、避難所の施設管理者や避難所担当職員と

避難者が協力し合って自主的な組織として避難所運営委

員会を作り、避難所の運営にあたります。 

避難者 

■ 避難所開設の際は、自主防災組織、避難所担当職員の

指示に従って協力します。 

■ 運営が本格化した際は、避難所運営委員会の組織の一

員として、それぞれ役割を担当します。 

行 

 

政 

避難所担当職員 

（運営支援） 

■自主防災組織等による自主的な運営に移行するまで

は、自主防災組織と協力して応急的に避難所の運営を行

います。 

■避難所運営委員会が設置され、自主防災組織等による

自主運営に移行した後は、災害対策本部との連絡調整な

ど、運営を支援します。 

■福祉避難所については、施設管理者とともに開設し、

運営の支援を行います。 

施 

 

設 

 

施設管理者 

（運営支援） 

■避難所を開設し運営を支援します。また、施設管理面

からも運営を支援します。（施設内の使用可能スペースや

設備の調整、資材の貸し出しなど） 

■自主防災組織等による自主的な運営に移行するまで

は、あらかじめ指定された避難所担当職員（＝市職員）

や自主防災組織等と連携して、避難所を開設し運営を支

援します。 

■避難所運営委員会が設置され、自主防災組織等による

自主運営に移行した後は、災害対策本部との連絡調整な

ど、運営を支援します。 
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＜避難所運営を行う自主防災組織の選定＞ 

１つの行政区に複数の避難所が存在する場合、その行政区の自主防災組織だ

けでは避難所運営を行うことは困難であるため、平常時よりどの避難所の運営

を行うか、地区単位で決め、すべての自主防災組織（行政区）が避難所運営に携

わる必要があります。 

 

例 公民館：区長が地区会長を務める行政区 

学 校：近隣の行政区 など 

 

 

４ 平常時の準備 

（１）担当者間の連絡先の交換及び現地確認 
   ①連絡先の交換 

避難所担当職員と施設管理者は避難所開錠の協力のため、平常時より 

連絡先を交換し、顔合わせを行います。 

 

避難所名：            

区分 職 氏名 電話番号 

避難所担当職員 

   

   

   

   

施設管理者 
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   ②現地確認 

    避難所担当職員と施設管理者は、平常時より現地に赴き、次の項目に

ついて確認をする必要があります。 

確認項目 確認結果 

開錠方法（学校の場合は校舎・体育館等そ

れぞれ確認） 

 

受付設置場所  

受付備品（避難所開設用備品・机・椅子等）  

立入禁止区域  

要配慮者スペース  ※１  

女性専用エリア   ※２  

救護所の設置場所  

ペットの飼育エリア ※３  

搬入した備蓄品の保管場所  

避難所運営委員会本部の設置場所  

各教室・部屋の使用方法（学校等の場合）  

【注意】浸水想定区域内では、想定浸水深より高い場所に避難する必要があり

ます。 （例）校舎等の２・３階 など 

 

 ※１ 要配慮者スペースの例 

健康状態等 居住空間 

高齢者や足が不自由な人 出入り口やトイレの近く、車いすが通れる通路 

妊婦や乳幼児 カーテンや間仕切りの活用、女性専用エリアの利用 

精神疾患のある人 
個室や角部屋など他人と接しない部屋などパニッ

クになった時に落ち着ける場所 

体調の悪い人 

感染症の疑いのある人 

冷暖房設備のある部屋 

校舎の教室等の個室の利用 

※２ 授乳スペースや更衣スペース等。 

   ※３ 屋外の駐輪場、軒下等。浸水想定区域内では上層階等。 

 

   ③特設公衆電話の設置確認 

    特設公衆電話が設置してある避難所（P39 避難所一覧 参照）の避難

所担当職員と施設管理者は、平常時より特設公衆電話の設置場所や接続

方法について確認する必要があります。 

避難所担当職員へ配付済の各避難所の特設公衆電話の端子の場所等が

書かれた資料を参照してください。 

なお、電話機については避難所開設用備品ボックスに２台あります。 
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（２）鍵の配置 

    避難所や防災倉庫の鍵の配置は、以下のとおりとなります。 

    避難所担当職員や自主防災組織は平常時に、現地において場所や開錠

確認を行う必要があります。 

 

①小中学校 

種類 避難所担当職員 施設管理者 災害対策本部 

体育館鍵 〇 〇 × 

校舎鍵 × 〇 × 

 

②高等学校の避難所 

種類 避難所担当職員 施設管理者 災害対策本部 

体育館鍵 〇 〇 〇 

校舎鍵 × 〇 × 

 

③小中学校以外の避難所（公民館等） 

種類 避難所担当職員 施設管理者 災害対策本部 

施設鍵 〇 〇 × 

 

④防災倉庫 

種類 自主防災組織 避難所担当職員 施設管理者 災害対策本部 

防災倉庫鍵 〇※１ 〇※２ 〇 〇 

 

※１ 防災倉庫が設置してある地区を代表する区長に配付しております。 

※２ 避難所担当職員については、担当する避難所に防災倉庫が設置さ

れている場合に限り鍵を配付します。 

 

⑤注意事項 

１）保管方法 

避難所担当職員は、本マニュアル、筆記用具とともに原則として自

宅に保管してください。 

なお、災害が発生した時に容易に取り出せ、かつ、盗難にあわない

ような場所に保管するよう配慮してください。 

２）目的外使用の禁止 

鍵は、災害時に避難所を開設するために使用するものですので、目

的外の使用は絶対にしないでください。また、万が一、盗難などによ

り鍵を紛失した場合には、速やかに安心安全課に報告してください。 

３）退任時の返却 

転居や人事異動などにより、避難所担当職員を退任する場合は、速

やかに安心安全課へ返却してください。 
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第２章 地震編（初動期）～１日目～ 

 

１ 避難所の開設 

（１）避難所開設の基準 

災害発生時における避難所の開設は、概ね次のとおり定めています。 

①市内で震度５強以上を観測した場合 

②その他、市長が必要と認める場合 

 

（２）避難所への参集基準 

①避難所担当職員 

市内で震度５強以上を観測した場合は自動参集となります。災害対策本

部からの連絡を待たずに施設管理者と連絡を取り合い、速やかに避難所へ

参集して避難所の開設準備を行います。 

②施設管理者 

市内で震度５強以上を観測した場合は避難所担当職員から連絡がありま

す。避難所へ速やかに参集して避難所の開設準備を行います。 

③自主防災組織 

避難所を開設する場合は区長に対して、災害発生時における行政区内担

当職員を通じて避難所開設の連絡をします。あらかじめ決めてある避難所

や、最寄りの避難所に速やかに参集して避難所の開設準備を行います。 

 

（３）開設される避難所 

すべての避難所の安全確認を行い、安全が確認された避難所のみ開設し

ます。安全の確認ができない避難所については開設しません。 

 

（４）避難所の開設体制 

①業務時間中（平日午前８時３０分～午後５時１５分） 

施設管理者及び避難所担当職員が対応します。 

なお、避難所担当職員は各職場から参集し、施設管理者、自主防災組織と

協力して対応します。 

②業務時間外（土曜日、日曜日、休日、平日業務終了後～ 

翌朝午前８時３０分） 

避難所担当職員及び施設管理者が対応します。 

なお、避難所担当職員及び施設管理者は、自宅から参集し、自主防災組織

と協力して対応します。 
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２ 避難所の開設手順 

（１）避難所開設の手順書の用意          【手順書地震編№１】 

避難所担当職員及び施設管理者は、避難所に到着次第、手順書地震編を

活用し、避難所の開設・運営を行います。 

 

（２）施設の外での待機              【手順書地震編№２】 

①避難者は施設の安全が確認され、避難所が開設されるまで、外の安全な    

場所に、自主防災組織等の単位でまとまって待機するようにします。 

②避難所担当職員及び施設管理者は、自主防災組織等の役員等と協力し、

待機についての呼掛けや掲示物の貼り出し等を行い、避難者の理解に努

めます。 

 

（３）施設内のライフラインの確認         【手順書地震編№３】 

避難所担当職員及び施設管理者は、施設内の電気、ガス、水道の状況や、

ＦＡＸ、インターネット等の使用状況を確認します。 

 

（４）施設の点検                 【手順書地震編№４】 

施設の開放は、余震による建物の倒壊など二次災害に遭遇することが考

えられるため、施設の安全を確認してから行います。 

施設の点検は、避難所担当職員及び施設管理者が、施設の安全確認を様式

１「避難所安全確認シート」により行います。 

安全性について疑問が生じた場合は建物の全部または一部を避難所とし

て開設せずに、災害対策本部と協議し、建築物の応急危険度判定が終了す

るまでは、二次災害防止のため、立ち入りを制限します。 

 

＜応急危険度判定＞ 

応急危険度判定とは、大地震により被災した建築物を調査し、その後に発

生する余震などによる倒壊の危険性や外壁・窓ガラスの落下、付属設備の転

倒などの危険性を判定することにより、人命にかかわる二次的災害を防止す

ることを目的として市が実施します。 

なお、県有施設及び民間施設は、避難所として位置付けていることから、

市有建築物と同様に、市が応急危険度判定を行います。 
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（５）受入場所等の決定              【手順書地震編№５】 

各避難所において、避難者を受け入れる場所については、平常時によりあ

らかじめ決めてある場所をもとに自主防災組織、施設管理者及び避難所担

当職員が協議し決定します。 

受入場所等については、避難者１人あたりの面積を概ね３．５㎡とし、学

校にあっては原則として、授業を再開することを想定して、第一段階では体

育館を使用し、第二段階として特別教室等を使用します。 

  ①感染症の疑いのある避難者への対応 

   体温が３７．５度以上あるなど、感染症の疑いのある避難者については、

感染症の拡大を防止するため、可能な限り個室等の専用のスペースを確保

し、パーティションで区切るなどの工夫をするとともに、専用のトイレも

確保する必要があります。 

②要配慮者に応じた居住空間 

要配慮者（傷病者、高齢者、障害者、乳幼児、妊婦等、避難所の生活に

特別な配慮を必要とする方）に対し、より居住性の高い部屋や場所を優先

的に提供するように配慮し、要配慮者本人や家族の意向を確認して、割り

当てます。（P6 要配慮者スペースの例 参照） 

③児童・生徒への配慮 

下校していない児童・生徒がいる場合、一般の避難者とは別に、待機する

スペースを確保します。 

④立入禁止部分の設定 

１）平常時にあらかじめ決めてある場所をもとに、避難所担当職員、施設

管理者及び自主防災組織が協議をし、事務室、校長室及び職員室など

の個人情報のある部屋や、危険物（薬品等）がある部屋などは、立入

を禁止します。 

２）学校は極力早い段階で施設機能を回復（授業再開）しなくてはならな

いため、避難者の人数に応じて、開放すべき部屋を限定する必要があ

ります。 

３）廊下・階段・トイレなどは、避難者が共有するスペースとなります。

原則として共用部分を避難スペースとして占用することはできませ

ん。 

  ⑤受付の設置 

避難所担当職員、施設管理者及び自主防災組織は、机、椅子及び様式３

「避難者名簿（個票）」、筆記用具等を設置して避難者受入れのための受付

体制を整えます。  

⑥避難所運営委員会の設置場所の確保        

平常時によりあらかじめ決めてある場所をもとに避難所担当職員、施設

管理者及び自主防災組織が協議し決定します。 
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  ⑦救護所の設置 

平常時にあらかじめ決めてある場所をもとに救護所を設置し、自主防災

組織や避難者の協力のもと、けが人等の救護を行います。 

   

（６）点検結果の報告と避難所の開設        【手順書地震編№６】 

避難所担当職員及び施設管理者は、施設の点検の結果、避難所としての使

用の可否を判断し、様式２「避難所状況報告」により直ちに災害対策本部に

電話等で連絡します。 

   避難所担当職員及び施設管理者は、点検結果の報告後、災害対策本部の

指示を受け、避難所を開設します。 

 

災害対策本部連絡先 

・電話 ：２７－２７８５（教育総務班）２７－２７９５（教育施設班） 

  ・ＦＡＸ：２４－９６６８（教育総務班・教育施設班共通） 

  ・e-mail：k-soumu@city.isesaki.lg.jp（教育総務班） 

 

（７）避難所開設の周知 

   避難所を開設したら、速やかにバカンのシステム入力し、避難所を開設

したことを周知します。 

 

（８）避難者の受付                【手順書地震編№７】 

避難所を開設し次第、避難者の受入れを開始します。避難所の多くは土

足禁止となっていますので、避難者の下足は各自保管を依頼します。 

①避難者名簿（個票）の配布 

避難者の受入れを開始したら、避難者世帯の代表者に様式３「避難者名

簿（個票）」を配布し、世帯全員の情報を記入して提出してもらいます。 

この時、避難者が多数いる場合などは、受付を複数設置し、必要に応じて

避難者等に協力を依頼します。 

施設管理者及び自主防災組織は、受付を済ませた避難者を受入場所へ誘

導し、受付周辺に避難者が滞留しないように努めます。 

また、自家用車等に避難している避難者も対象とし、可能な限り避難者名

簿（個票）に記入してもらいます。 

②避難者状況の把握 

避難所担当職員及び自主防災組織は提出された様式３「避難者名簿（個

票）」を様式３－２「避難者名簿」に転記して集計し、報告します。 

また、退所する場合においても受付に申し出るよう避難者へ周知し、退所

日時の記録を行います。 

 

（９）ペットの受入れ               

ペットと同行避難をした場合には、受付時に様式３「避難者名簿（個

票）」のその他特記事項欄に記入してもらうとともに、様式７「避難所ペ
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ット等登録台帳」を提出してもらいますが、ペットの生活場所への持ち込

みは補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）を除き原則禁止となります。 

 

ペットは、屋外の駐輪場や軒下、遊具、車内等で、ケージ内または指定

された場所につないで管理し、飼育（餌やり等）や飼育場所の清掃は、飼

い主が責任を持って行い、鳴き声や臭いなどの苦情、ペットによる他の避

難者への危害防止に努めます。 

また、避難所が閉鎖された場合は施設の利用を再開しますので、速やか

に清掃し、元通りに戻してください。 

 

（１０）避難所が開設できない場合         【手順書地震編№８】 

建物の壁や柱にひび割れがあるなど、応急危険度判定をしなくても一見

して避難所として使用できないことが明らかな場合は、避難所担当職員及

び施設管理者は、避難所が開設できないことを災害対策本部へ報告し、自主

防災組織や避難者の協力を得て、避難所が開設できない旨を掲示し、避難者

を近隣の開設されている避難所へ移動するよう促します。 

 

３ 避難所の運営 

（１）運営主体 
自主防災組織が中心となり、避難所の施設管理者やあらかじめ指名され

た避難所担当職員と避難者が協力し合って自主的な組織として、避難所の

運営にあたります。 

  なお、福祉避難所については、介助等多くのサポートが必要となるため、

ご家族のサポートをお願いすることとなります。 

 

（２）避難所状況の報告              【手順書地震編№９】 

①報告内容 

避難所担当職員及び施設管理者は様式２「避難所状況報告」によりその

時点で把握できている避難所の状況を災害対策本部に定時報告します。 

②報告のタイミング 

施設管理者及び避難所担当職員は、下記の時間を目安に、災害対策本部へ

状況報告を行ってください。 

ただし、極端な状況の変化（避難者が大幅に増えた、停電した、避難者が

全員帰宅したなど）があった場合は、下記の目安に関わらず適宜報告して

ください。 

 

【第 1 報】・・・・・・・避難所開設後速やかに 

【第 2 報】・・・・・・・第 1 報後、3 時間以内 

【第 3 報】・・・・・・・第 2 報後、3 時間以内 

【第 4 報以降】・・・・・状況に応じて 
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③報告手段の優先順位 

第１位  FAX 

第２位 有線電話 

第３位 携帯電話 

第４位 Ｅメールなど 

上記の手段が使用できない場合は、最寄りの避難所や市の施設へ直接行

くなどして、状況を報告するように努めてください。 

 

（３）避難者への情報提供            【手順書地震編№１０】 

正しい情報を避難者全員が共有することは非常に大切です。情報を効率

よく、漏れのないように伝達してください。 

避難所担当職員及び施設管理者は、避難所に放送設備がある場合、放送

設備を活用し、放送を行ってください。ラジオ等を放送することも有効で

す。 

また、ホワイトボードを借りるなど、臨時の掲示板作成に努めてくださ

い。 

なお、掲示板に掲載する情報は、小さな子どもや日本語の理解が十分で

はない外国人でも内容が把握しやすいよう、平易な言葉や字を使うよう配

慮してください。 

掲示板に掲載する情報には、次のような項目があ     

ります。 

 

①最新情報（今日の情報） 

②市からのお知らせ 

③安否情報 

④生活情報（食料物資の配給・風呂の提供・巡回診療・健康相談など） 

⑤ライフライン情報 

⑥交通情報（交通規制等） 

⑦施設関連情報（生活ルール・避難所施設に関する情報等） 

 

（４）要配慮者への配慮               

要配慮者の把握は、様式３「避難者名簿（個票）」のほか、ご家族から

の聞き取り、目視等により行います。 

外見だけでは要配慮者であることが分かりにくい方もいます。「災害時

障害者支援バンダナ（黄色）」を避難所に備えていますので、目印として

身につけてもらうなど適宜利用してください（同意を得た人のみ）。 

また、必要に応じて、手話通訳者、外国語通訳者、臨床心理士、介護職

員、保健師等の専門要員を災害対策本部へ派遣要請します。 
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（５）性別の違いによるプライバシーと防犯についての配慮 

避難所においては、女性の単身者や女性のみの世帯、子育て世帯に配慮

し、更衣スペースや授乳スペースなどの女性専用エリアを確保しましょう。

また、女性トイレは混みやすい傾向にありますので、女性トイレを多めに

設置するなど配慮してください。 

女性用品（生理用品、下着等）は女性トイレや女性専用エリアに配置した

り、女性の担当者による配布を行うなどしてください。 

また、夜間に通路やトイレに灯りをつけるなど、犯罪防止に努めます。 

 

 

（６）ライフラインが停止したとき        【手順書地震編№１１】 

  ①停電 

防災倉庫のある避難所は、防災倉庫内に保管してある発電機・投光器の利

用が有効です。 

   

②断水 

断水が広い範囲で生じている時には、給水車等による応急給水が行われ

るようになるまで時間がかかる場合があるため、防災倉庫で備蓄している

飲料水を配布します。 

トイレについては既設トイレの使用を禁止し、

防災倉庫で備蓄している簡易トイレや使い捨て

トイレを利用します。防災倉庫のない避難所に

ついては使い捨てトイレの配送を行います。 

マンホールトイレが設置してある避難所も存

在します。（P39 指定一般避難所 参照） 

 

（７）備蓄品の配布               【手順書地震編№１２】 

災害時対応として、食料などを防災倉庫に備蓄していますが、数量には限

りがあるため、応急物資が届くまでは、備蓄品を携帯できなかった人など

へ公平に効率よく配布します。 

在庫管理が必要となりますので、様式１０「避難所物資管理簿」に品目別

に受入数・受領者を記入し、管理してください。 

   

（８）人員の交代、業務の引継ぎ 

自主防災組織、施設管理者及び避難所担当職員は、災害発生直後から避

難所の運営に対応することから、疲労の蓄積による怪我などを防ぐため、

交代要員の確保を図り、１２時間を目安に人員の交代に努めます。 

また、避難者名簿や経緯を記録した書類等を整理し、業務を引き継ぎま

す。 
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第３章 地震編（中長期）～２日目以降～ 

 

１ 中長期への移行 

  市内で多数のインフラ断絶が発生するとともに、住家の全壊・半壊が発生

し、避難所での生活を余儀なくされる場合には、中長期の運営へと移行しま

す。その場合、避難所運営の中心的役割は、自主防災組織や避難者を中心とし

た避難所運営委員会となります。 

 

２ 避難所運営委員会の設立       【手順書地震編№１３】 

（１）避難所運営委員会とは 

①地震等の大規模な災害が発生し学校等の指定一般避難所等が避難施設と

なった時、自主防災組織の役員・避難者の代表者・施設管理者等が、お互

いに協力して円滑な避難所運営を行うための組織です。 

②避難所の運営は、避難所運営委員会の委員長（区長等）を中心に各班の活

動により行います。 

③避難所運営委員会の構成 

  １）自主防災組織の役員（行政区の役員など） 

  ２）避難者代表（施設に避難した住民の代表など） 

  ３）要配慮者代表（要介護者、障害者などの多様な立場の代表者） 

  ４）施設管理者（学校長、施設長など） 

  ５）避難所担当職員（あらかじめ指名された市職員） 

  ※避難所運営委員会への女性の参画を促し、責任者又は副責任者が女性

となるよう配慮するほか、役員の少なくても３割以上が女性となるよう

努めます。 

④避難所運営委員会の組織編制 

組織の編制は、委員長・副委員長のほか総務、情報広報、救護、食糧・物

資、環境衛生、ボランティアなどとします。 

 

（２）避難所運営会議の開催 

避難所運営会議は１日２回程度定期的に開催し、各班の班長が出席しま

す。また、必要に応じてボランティア等の代表の参画の呼びかけを実施しま

す。 

なお、委員長は、避難所運営の全般を取りまとめ、会議の開催並びに進行

を務めます。 
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＜議題（例）＞ 

・各班との情報共有  

・避難者からの要望や苦情、対応方針の決定 

・避難者のうち、要配慮者に関する情報共有と対応方針の決定 

・避難所内のルールや運営方針の協議・決定（トイレ清掃の順番など） 

・災害対策本部からの情報の共有 

・災害対策本部への要請の調整や決定 

・ボランティアの派遣要請 等 

 

（３）応援要請 

   避難所運営委員会では人員の不足、有資格者や専門家の派遣を要する場

合は、様式８「応援要請依頼表」により災害対策本部に応援要請を行いま

す。 

 

避難所運営委員会組織図（例） 

 

  
 

避難所運営委員会 

活動班 

総務班 

情報広報班 

救護・防火班 

食糧・物資班 

環境衛生班 

ボランティア班 班長 

班長 

班長 

班長 

班長 

班長 

委員長・副委員長 

避
難
所
担
当
職
員 

施
設
管
理
者 

災
害
対
策
本
部 
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※避難所運営委員会の役割 

避難者一人ひとりが勝手な行動をとると、避難所内の秩序ある共同生活は困

難となります。また、避難所の運営を他人まかせにしていると、自主的な避難所

運営も困難となってしまいます。避難所は、避難者自身が生活する場であるこ

とから、その運営は避難者自らが避難所生活の主体者として運営にあたること

が必要です。 

したがって、その運営は避難者等で組織する避難所運営委員会とし、災害対策

本部やボランティアはできる限りその支援にあたることになります。 

また、男女のニーズの違い等に配慮するため、班編成については男女バランス

よく構成し、班員については避難者数の状況に応じて編成を行いましょう。 

 

 

３ 各班の活動内容 

班名 活動内容 頁 

総務班 

避難所運営委員会の事務局 

避難者名簿の作成・管理 

避難所日誌の記録 

居住スペースの計画 

防犯対策 

災害対策本部や各活動班との連絡調整 

P18 

情報広報班 
避難所外の情報収集、整理 

避難所内の情報伝達など 
P20 

救護・防火班 

要配慮者、傷病者への支援 

福祉避難所への移送の要請 

出火防止、定期的な巡回警備等 

P22 

食糧・物資班 
食糧及び物資の要請、受入れ、管理及び配布 

炊き出し対応など 
P23 

環境衛生班 
トイレ、ごみ等の衛生管理 

ペットに対する対応 
P25 

ボランティア班 ボランティアの派遣依頼、受入れ等 P26 
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 総務班 

 

 

避難所運営委員会の事務局として、会議の準備や記録の作成 

 

避難所運営委員会会議の準備や避難所運営委員会で決定した事項の取り

まとめや他の運営班の業務内容に属さない決定事項の実施等を行います。 

具体的には、避難所運営委員会会議の開催案内の通知、会議次第や議案の

作成会議決定事項の文書作成、部屋割りの再編成の実施等を行います。 

 

１）避難者カードの記入 

避難者等の協力を得て、避難者へ様式５「避難者カード」を配布し、記

入してもらいます。 

記入が済み次第、行政区単位で取りまとめ、総務班に提出してもらいま

す。 

２）避難者状況の把握 

様式５「避難者カード」が提出され次第、様式３－２「避難者名簿」と

突合して名簿を完成させ、整理・保管をします。 

また、各班にその情報を提供し、各班の仕事がスムーズに行えるよう

連携を密にしますが、避難者名簿を公開する場合は避難者の同意を得る

こととします。 

３）避難所運営の記録 

  様式４「避難所日誌」を作成し、避難所運営の記録を行います。 

４）福祉避難所対象者の把握 

指定一般避難所では避難生活に支障があり、特別な配慮を必要とする

避難者がいる場合、総務班は様式５「避難者カード」により災害対策本

部へ報告します。なお、報告の際は個人情報を取扱うため、十分注意して

行います。 

５）福祉避難所への移送 

指定一般避難所での対応が困難な要配慮者がいる場合は、原則として

家 族や地域における支援者が福祉部局等と協議し、対象者を福祉避難

所へ移送します。 

なお、移送対象者は P3 の「（例）要配慮者の避難先区分」を参照して

ください。 

＜指定一般避難所の個室対象者（例）＞ 

   ・食事、排泄、移動の一部に介助が必要 ・産前・産後・授乳中 

・医療処置を行えない         ・3歳以下とその親 

・精神疾患がある 

（内閣府 福祉避難所の確保・運営ガイドラインより） 
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６）避難状況の報告 

避難者の集計ができ次第、避難状況を災害対策本部に報告します。こ

のとき、病院や福祉施設などへの搬送・収容の必要性についても報告し

ます。 

避難状況の報告は定期的に行います。このため、避難者の協力を得て、

情報の把握に努めます。 

７）避難スペースの再編成 

避難所開設からおおむね３～４日程度で、災害時の協定に基づき、段ボ

ールベッド等が搬入されることとなっております。 

このため、避難者カードの情報によっては、避難者の居住箇所や個室利

用見直しのため、避難スペースの再編成なども考慮しなければなりませ

ん。 

また、要配慮者や性別の違い等の配慮が必要です。 

 

風水害の際の浸水想定区域内の避難所で、建物１階が浸水しなかっ

た場合は、１階部分が使用できるようになります。学校にあっては、

１階の体育館が使用できるようになるため、施設機能（授業等）への

影響を最小限に抑えることを考慮し、体育館を中心とした避難所運営

に移行することになります。 

 

８）防犯対策 

夜間の巡回を行うなど、防犯対策に努めます。 

９）避難所の統廃合 

災害発生の状況により、避難所によって避難者数にばらつきが出るな

どした場合は、災害対策本部の指示により、避難所の統廃合を図ります。

その場合は、避難者への影響ができるだけ少なくなるように配慮しつつ、

他の避難所への移動をお願いすることになります。 
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情報広報班 

 

 

避難所の情報伝達 

 

掲示板に掲載する情報は、小さな子どもや日本語の理解が十分ではない

外国人でも内容が把握しやすいよう、平易な言葉や字を使うよう配慮しま

す。 

掲示板に掲載する情報には、次のような項目があります。 

また、特に重要な項目については、避難所運営委員会会議で連絡し、総

務班を通じて避難者へ伝達する必要もあります。 

 

１）最新情報（今日の情報） 

２）市からのお知らせ 

３）安否情報 

４）生活情報（食料物資の配給、風呂の提供、巡回診療・健康相談等） 

５）ライフライン情報 

６）交通情報（交通規制等） 

７）復興情報（資金援助等） 

８）施設関連情報（生活ルール、避難所施設に関する情報等） 

 

 

  

 

 

   特設公衆電話が使用できる避難所は、平常時よりあらかじめ確認してあ

る特設公衆電話の端子に避難所にある電話機を接続して設置します。 

 

１）特設公衆電話とは、災害時の優先電話回線を使用し、一般の公衆回線

よりも優先的につながるものです。無料で使用することができます。 

２）特設公衆電話は、通話もできますが効率よく皆が使用できるように災

害時伝言ダイヤルの活用を進めましょう。 

３）混雑する場所は避けて、混乱しない位置に机を設置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

特設公衆電話の設置 
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避難所周辺の情報収集、整理 

 

災害対策本部、報道機関、他の避難所、避難者等から情報を収集し、被

害情報や復旧情報等を把握します。ただし、災害時は情報が錯綜すること

が多いので、誤った情報には注意することが必要です。 

 

１）避難所周辺の地図 

２）災害の全体にかかる情報（震源、震度、死者数、倒壊家屋数、余震等） 

３）救護所、医療機関の開設状況 

４）ライフラインの供給状況及び復旧見込み 

５）鉄道・道路などの交通状況 

６）り災証明・給付金などに関する情報 

７）給水車の巡回状況 

８）遺体安置に関する情報 

９）廃棄物の一時集積所等の情報 

10）営業している店舗などの生活情報（コインランドリー、銭湯、コンビ

ニなど） 

11）各種相談窓口に関する情報 
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救護・防火班 

 

 

要配慮者、傷病者等への支援 

   避難所の防火対策及び火災発生時等における初期消火 

 

 

１）障害の程度等により、指定一般避難所での生活が困難な方については、

福祉避難所への移送を要請します。 

２）総務班と協力して要配慮者等の状況を把握し、傷病者については様式

６「傷病者リスト」に記載します。要配慮者の把握は、様式５「避難者

カード」により行いますが、入所時に届け出ていない可能性もあるので、

周囲からの情報や総務班と連携し、配慮が必要な人を把握することが重

要です。 

３）傷病者に対しては応急手当てを行うとともに、 

必要に応じて最寄りの救護所または医療機関へ 

搬送します。 

 

 

医療・救護に関わる対応 

 

 

 

災害時には医療機関も被災し、診療が行えないことが考えられます。救

護班が中心となり、体調不良を訴える避難者へのケアや、その他救護に関

わる対応を行います。また、こころの不調も誰にでも起こりうる問題で

す。積極的に保健師等に相談しましょう。 

なお、可能な限り、専門的な技術・知識を持つ人が主体となり実施し、

地域では対応の補助を行います。 

 

 

 

１）避難所に防火担当責任者を置き、必要な防火対策を行います。 

２）防火安全に係る遵守事項の周知徹底、喫煙場所の指定、石油ストーブ

等からの出火防止、ゴミ集積場等に放火されないための定期的な巡回

警備を行います。 

 ３）火災発生時等における初期消火及び避難誘導を行います。 
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食糧・物資班 

 

 

   食糧・物資等の配分 

 

１）物資の配布にあたっては、配布場所を施設管理者と協議して決定し、

避難者に配布場所を周知します。食糧・物資等の配分は、公平性の確

保に最大限配慮し、原則として避難者の世帯などのグループごとに行

い、様式１０「避難所物資管理簿」に配布数、配布者を記入し、在庫

管理を行います。また、自宅等で生活している方が避難所へ物資の配

布を求めてくる場合があります。その場合は、避難者カードの記入を

依頼し、物資を配布してください。 

２）要配慮者等の特別な要望については個別に対処します。 

 

 

不足物資等の把握と要請 

 

１）各班からの要請に基づき避難者のニーズを把握し、不足物資等の内容、

数量を取りまとめ、様式９「物資依頼表」により、避難所運営委員会

を経由して災害対策本部に要請します。このとき、要請すべき物資と

しては、次のような広く一般的に使用が想定される生活必需品が考え

られます。 

・食料（アルファ米、ノンアレルギーなど）、飲料水 

・毛布 

・タオルなどの衛生用品 

・ティッシュ、トイレットペーパー 

・紙コップ、紙皿、割り箸 

・下着類、おむつ類、生理用品 

・乳幼児用のミルク など 

２）物資等の要請に当たっては、内容、数量等を的確に把握し、余剰が発

生しないよう注意します。 

 

災害対策本部連絡先（社会福祉班） 

・電話 ：２７－２７４８ 

    ・ＦＡＸ：２６－１８０８ 

    ・e-mail：f-shakai@city.isesaki.lg.jp 
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物資等の管理 

 

１）到着した物資が保管できる、風雨の当たらない搬入が容易な場所を選 

定します。 

２）班長は要請した物資等が搬送されたら様式９「物資依頼表」の受領者

欄にサインをします。また、荷降ろし、搬入のための人員が必要とな

りますので、施設職員や避難者に協力をお願いします。 

３）在庫管理が必要となりますので、様式１０「避難所物資管理簿」に品

目別に受入数・受領者を記入し、管理してください。 

３）不要な救援物資が到着したときは受領を拒否します。 

４）要配慮者等の特別なニーズに対しては個別に対処するよう努めます。 

 

 

 

生活用水の確保 

 

飲料水の安定的な供給ができるようになったら、トイレ・手洗い・洗

顔・洗髪・洗濯等の生活用水の確保に努めます。 
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環境衛生班 

 

 

トイレに関する対応 

 

    

１）トイレの使用について注意事項を貼り出し、避難者へ周知します。 

２）消毒殺菌等を定期的に行います。 

３）トイレの清掃、手洗い消毒液の交換などの衛生管理は、避難者間で当番

を決め行います。 

 

 

ごみに関する対応 

 

 

１）施設管理者と協議し、集積場所を決め避難者に周知します。 

２）可燃ごみ・不燃ごみ等を分別します。 

 

 

避難所内のペット対策（盲導犬、介助犬等は除く） 

 

 

１）避難所でのペットの管理は、飼い主にあることを指導・徹底します。 

２）ペットの飼育場所を決定し周知します。 

３）基本的にペットは室内に入れません。介助犬等を室内に入れる場合は 

生活場所を別に設けます。 

４）ペットを連れてきた避難者は様式７「避難所ペット等登録台帳」に記入

し届け出ます。 

５）ペットを連れてきた避難者は「ペットの飼育ルールについて（例）」を

参考に、話し合いによりペットの飼育ルールを決め、避難所運営委員会

に報告し周知徹底します。 
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ボランティア班 

 

 

ボランティアの受入れ 

 

 

１）ボランティアの派遣人員数や活動内容について避難所運営委員会を

経由して災害対策本部に要請します。 

２）ボランティアの分担する仕事は、避難生活に関する仕事の支援とし、 

的確な配備を行います。 

３）ボランティアには、仕事の内容ごとにリーダーを定めてもらい、仕  

事が終了したときにはリーダーからボランティア班の班長へ連絡す

るよう指示します。 
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第４章 風水害編（初動期）～１日目～ 

 

１ 避難所の開設 

（１）避難所開設の基準 

災害発生時における避難所の開設は、概ね次のとおり定めています。 

①大雨などにより避難に関する情報（高齢者等避難、避難指示、緊急安全

確保）を発令した場合 

②その他、市長が必要と認める場合 

 

（２）避難所への参集基準 

①避難所担当職員 

台風の上陸等により洪水の発生が予想される場合は、安心安全課より前

もって連絡があります。施設管理者と連絡を取り合い、台風上陸時等はい

つでも連絡の取れる態勢を確保します。 

避難所を開設する場合は、避難に関する情報を発令する前に災害対策本

部より連絡があります。施設管理者と連絡を取り合い避難所へ速やかに参

集して避難所の開設準備を行います。 

②施設管理者 

台風の上陸等により洪水の発生が予想される場合は、避難所担当職員よ

り前もって電話連絡があります。台風上陸時等はいつでも連絡の取れる態

勢を確保します。 

避難所を開設する場合は避難所担当職員より電話連絡をします。避難所

へ速やかに参集して避難所の開設準備を行います。 

③自主防災組織 

避難所を開設する場合は区長に対して、災害発生時における行政区内担

当職員を通じて避難所開設の連絡をします。あらかじめ決めてある避難所

や、最寄りの避難所に速やかに参集して避難所の開設準備を行います。 

 

（３）開設される避難所 

   避難に関する情報を発令した地域を中心に、避難対象者数に応じて、避

難該当地域における全ての避難所に加え、周辺に至る範囲の避難所を開設

します。 
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  ＜避難の考え方＞ 

平常時より総合防災マップ等を使用し、自宅周辺の浸水想定区域及び避

難所を確認してください。 

①洪水が迫る前に、浸水想定区域外へ避難してください。 

②浸水想定区域内に居住し、浸水想定区域外へ避難することが困難な方

は、最寄りの開設している避難所の高層階に避難してください。 

③夜間や、外出することでかえって危険を伴う場合は、自宅や頑丈な建物

の高層階で待機（垂直避難）してください。 

 

 

（４）避難所の開設体制 

①業務時間中（平日午前８時３０分～午後５時１５分） 

避難所担当職員及び施設管理者が対応します。 

なお、避難所担当職員は各職場から参集し、施設管理者、自主防災組織と

協力して対応します。 

②業務時間外（土曜日、日曜日、休日、平日業務終了後～ 

翌朝午前８時３０分） 

避難所担当職員及び施設管理者が対応します。 

なお、避難所担当職員及び施設管理者は、自宅から参集し、自主防災組織

と協力して対応します。 

   

２ 避難所の開設手順 

（１）避難所開設の手順書の用意         【手順書風水害編№１】 

   避難所担当職員及び施設管理者は、避難所に到着次第、手順書風水害編

を活用し、避難所の開設・運営を行います。 

 

（２）施設内のライフラインの確認        【手順書風水害編№２】 

避難所担当職員及び施設管理者は、施設内の電気、ガス、水道の状況や、

ＦＡＸ、インターネット等の使用状況を確認します。 

 

（３）受入場所等の決定             【手順書風水害編№３】 

各避難所において、避難者を受け入れる場所については、平常時によりあ

らかじめ決めてある場所をもとに自主防災組織、施設管理者及び避難所担

当職員が協議し決定します。 

浸水想定区域内の避難所については想定される浸水深により使用が限定

されます。P39「避難所一覧」の洪水時の使用欄を参照し、受入場所を決定

してください。 

浸水想定区域外の避難所については体育館等の１階フロアを使用するこ

ともできます。 
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また、受入場所については、避難者１人あたりの面積を概ね３．５㎡とし

ます。 

  ①感染症の疑いのある避難者への対応 

   体温が３７．５度以上あるなど、感染症の疑いのある避難者については、

感染症の拡大を防止するため、可能な限り個室等の専用のスペースを確保

し、パーティションで区切るなどの工夫をするとともに、専用のトイレも

確保する必要があります。 

②要配慮者に応じた居住空間 

要配慮者（傷病者、高齢者、障害者、乳幼児、妊婦等、避難所の生活に特

別な配慮を必要とする方）に対し、より居住性の高い部屋や場所を優先的

に提供するように配慮し、要配慮者本人や家族の意向を確認して、割り当

てます。（P6 要配慮者スペースの例 参照） 

③児童・生徒への配慮 

下校していない児童・生徒がいる場合、一般の避難者とは別に、待機する

スペースを確保します。 

④立入禁止部分の設定 

１）平常時にあらかじめ決めてある場所をもとに、避難所担当職員、施設

管理者及び自主防災組織が協議をし、事務室、校長室及び職員室など

の個人情報のある部屋や、危険物（薬品等）がある部屋などは、避難

者の立入を禁止します。 

２）学校は極力早い段階で施設機能を回復（授業再開）しなくてはならな

いため、避難者の人数に応じて、開放すべき部屋を限定する必要があ

ります。 

３）廊下・階段・トイレなどは、避難者が共有するスペースとなります。

原則として共用部分を避難スペースとして占用することはできませ

ん。 

⑤受付の設置 

避難所担当職員、施設管理者及び自主防災組織は、机、椅子及び様式３「避

難者名簿（個票）」、筆記用具等を設置して避難者受入れのための受付体制を

整えます。 

浸水想定区域内の学校にあっては、校舎入口付近に設置し、浸水状況によ

っては上層階に移動する可能性があります。  

⑥避難所運営委員会の設置場所の確保        

平常時によりあらかじめ決めてある場所をもとに避難所担当職員、施設

管理者及び自主防災組織が協議し決定します。 

⑦救護所の設置 

   平常時にあらかじめ決めてある場所をもとに救護所を設置し、自主防災

組織や避難者の協力のもと、けが人等の救護を行います。 
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（４）開設準備完了の連絡            【手順書風水害編№４】 

避難所担当職員は、避難所開設の準備ができ次第、速やかに災害対策本部

へ電話等で連絡します。その後、災害対策本部より避難に関する情報が発

令されます。 

   

災害対策本部連絡先 

・電話 ：２７－２７８５（教育総務班）２７－２７９５（教育施設班） 

  ・ＦＡＸ：２４－９６６８（教育総務班・教育施設班共通） 

  ・e-mail：k-soumu@city.isesaki.lg.jp（教育総務班） 

 

（５）避難所開設の周知 

   避難所を開設したら、速やかにバカンのシステム入力し、避難所の開設

を周知します。 

 

 

（６）避難者の受付               【手順書風水害編№５】 

避難所を開設し次第、避難者の受入れを開始します。避難所の多くは土

足禁止となっていますので、避難者の下足は各自保管を依頼します。 

①避難者名簿（個票）の配布 

避難者の受入れを開始したら、避難者世帯の代表者に様式３「避難者名

簿（個票）」を配布し、世帯全員の情報を記入して提出してもらいます。 

この時、避難者が多数いる場合などは、受付を複数設置し、必要に応じて

避難者等に協力を依頼します。 

施設管理者及び自主防災組織は、受付を済ませた避難者を受入場所へ誘

導し、受付周辺に避難者が滞留しないように努めます。 

また、自家用車等に避難している避難者も対象とし、可能な限り避難者名

簿（個票）に記入してもらいます。 

②避難者状況の把握 

避難所担当職員及び自主防災組織は提出された様式３「避難者名簿（個

票）」を様式３－２「避難者名簿」に転記して集計し、報告します。 

また、退所する場合においても受付に申し出るよう避難者へ周知し、退所

日の記録を行います。 

 

（７）ペットの受入れ 

 

＜ペットの生活場所への持込可能な避難施設＞ 

第二市民体育館（乾町７５－５） ※風水害時のみ開設 

 

ペットと同行避難をした場合には、受付時に様式３「避難者名簿（個票）」

のその他特記事項欄に記入してもらうとともに、様式７「避難所ペット等



31 
 

登録台帳」を提出してもらいますが、ペットの生活場所への持ち込みは補

助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）を除き原則禁止となります。 

 

 

 

１）ペットとの同行避難 

ペットは、屋外の駐輪場や軒下、車内等で、ケージ内または指定さ

れた場所につないで管理し、飼育（餌やり等）や飼育場所の清掃

は、飼い主が責任を持って行い、鳴き声や臭いなどの苦情、ペット

による他の避難者への危害防止に努めます。 

また、避難所が閉鎖された場合は施設の利用を再開しますので、速

やかに清掃し、元通りに戻してください。 

   ２）ペットの生活場所への持込可能な避難施設（第二市民体育館） 

屋内の生活場所での飼育を可能とするため、風水害時のみ一時的に

開設する避難施設です。避難の際は、必ずケージに入れ、飼育（餌

やり等）や飼育場所の清掃は、飼い主が責任を持って行い、鳴き声

や臭いなどの苦情、ペットによる他の避難者への危害防止に努めま

す。また、施設が閉鎖された場合は施設の利用を再開しますので、

速やかに清掃し、元通りに戻してください。 

 

３ 避難所の運営 

（１）運営主体 

自主防災組織が中心となり、避難所の施設管理者やあらかじめ指名され

た避難所担当職員と避難者が協力し合って自主的な組織として、避難所の

運営にあたります。 

なお、福祉避難所については、介助等多くのサポートが必要となるため、

ご家族のサポートをお願いすることとなります。 

 

（２）避難所状況の報告             【手順書風水害編№６】 

①報告内容 

避難所担当職員及び施設管理者は様式２「避難所状況報告」によりその

時点で把握できている避難所の状況を災害対策本部に定時報告します。 

②報告のタイミング 

施設管理者及び避難所担当職員は、下記の時間を目安に、災害対策本部へ

状況報告を行ってください。 

ただし、極端な状況の変化（避難者が大幅に増えた、停電した、避難者が

全員帰宅したなど）があった場合は、上記の目安に関わらず適宜報告して

ください。 
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【第 1 報】・・・・・・・避難所開設後速やかに 

【第 2 報】・・・・・・・第 1 報後、3 時間以内 

【第 3 報】・・・・・・・第 2 報後、3 時間以内 

【第 4 報以降】・・・・・状況に応じて 

 

 

③報告手段の優先順位 

第１位  FAX 

第２位 有線電話 

第３位 携帯電話 

第４位 Ｅメールなど 

上記の手段が使用できない場合は、最寄りの避難所や市の施設へ直接行

くなどして、状況を報告するように努めてください。 

 

（３）避難者への情報提供            【手順書風水害編№７】 

正しい情報を避難者全員が共有することは非常に大切です。情報を効率

よく、漏れのないように伝達してください。 

避難所担当職員及び施設管理者は、避難所に放送設備がある場合、放送

設備を活用し、放送を行ってください。ラジオ等を放送することも有効で

す。 

また、ホワイトボードを借りるなど、臨時の掲示板作成に努めてくださ

い。 

なお、掲示板に掲載する情報は、小さな子どもや日本語の理解が十分で

はない外国人でも内容が把握しやすいよう、平易な言葉や字を使うよう配

慮してください。 

掲示板に掲載する情報には、次のような項目があり

ます。 

 

①最新情報（今日の情報） 

②市からのお知らせ 

③安否情報 

④生活情報（食料物資の配給・風呂の提供・巡回診療・健康相談など） 

⑤ライフライン情報 

⑥交通情報（交通規制等） 

⑦施設関連情報（生活ルール・避難所施設に関する情報等） 

 

（４）要配慮者への配慮              

要配慮者の把握は、様式３「避難者名簿（個票）」のほか、ご家族から

の聞き取り、目視等により行います。 

外見だけでは要配慮者であることが分かりにくい方もいます。「災害時
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障害者支援バンダナ（黄色）」を避難所に備えていますので、目印として

身につけてもらうなど適宜利用してください（同意を得た人のみ）。 

また、必要に応じて、手話通訳者、外国語通訳者、臨床心理士、介護職

員、保健師等の専門要員を災害対策本部へ派遣要請します。 

 

 

（５）性別の違いによるプライバシーと防犯についての配慮 

避難所においては、女性の単身者や女性のみの世帯、子育て世帯に配慮

し、更衣スペースや授乳スペースなどの女性専用エリアを確保しましょう。

また、女性トイレは混みやすい傾向にありますので、女性トイレを多めに

設置するなど配慮してください。 

女性用品（生理用品、下着等）は女性トイレや女性専用エリアに配置した

り、女性の担当者による配布を行うなどしてください。 

また、夜間に通路やトイレに灯りをつけるなど、犯罪防止に努めます。 

 

（６）停電が発生したとき 

   防災倉庫のある避難所は、防災倉庫内に保管してある発電機・投光器の

利用が有効です。 

   

（７）備蓄品の配送について 

風雨が強い中での備蓄品の配送は危険が伴うため、風雨が収まってから

配送します。 

 

（８）職員等の交代、業務の引継ぎ 

避難に関する情報の発令対象外の避難所担当職員は、災害対策本部からの

連絡により、開設される避難所へ応援職員として参集します。 

現在対応中の避難所担当職員は、開設されていない避難所の避難所担当職

員などの交代職員が到着した時点で引き継ぎを行います。 

また、避難者による自主的な運営を行う「避難所運営委員会」が設置され

た時は、避難者名簿、配布物資の記録簿のほか、経緯を記録した書類等を整

理し、業務を引き継ぎます。 
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第５章 風水害編（中長期）～２日目以降～ 

  

１ 中長期への移行 

  市内で多数のインフラ断絶が発生するとともに、河川が氾濫して住家の全

壊・半壊が発生し、避難所での生活を余儀なくされる場合には、中長期の運営

へと移行します。その場合、避難所運営の中心的役割は、自主防災組織や避難

者を中心とした避難所運営委員会となります 

 

２ 避難所運営委員会の設立       【手順書風水害編№８】 

（１）避難所運営委員会とは 

①洪水等の大規模な災害が発生し学校等の指定一般避難所等が避難施設と

なった時、自主防災組織の役員・避難者の代表者・施設管理者等が、お互

いに協力して円滑な避難所運営を行うための組織です。 

②避難所の運営は、避難所運営委員会の委員長（区長等）を中心に各班の活

動により行います。 

③避難所運営委員会の構成 

 １）自主防災組織の役員（行政区の役員など） 

  ２）避難者代表（施設に避難した住民の代表など） 

  ３）要配慮者代表（要介護者、障害者などの多様な立場の代表者） 

  ４）施設管理者（学校長、施設長など） 

  ５）避難所担当職員（あらかじめ指名された市職員） 

  ※避難所運営委員会への女性の参画を促し、責任者又は副責任者が女性

となるよう配慮するほか、役員の少なくても３割以上が女性となるよう

努めます。  

④避難所運営委員会の組織編制 

組織の編制は、委員長・副委員長のほか総務、情報広報、救護、食糧・物

資、環境衛生、ボランティアなどとします。 

 

（２）避難所運営会議の開催 

避難所運営会議は１日２回程度定期的に開催し、各班の班長が出席しま

す。必要に応じてボランティア等の代表の参画の呼びかけを実施します。 

なお、委員長は自主防災組織の代表（区長）が務め、避難所運営の全般を

取りまとめ、会議の開催並びに進行を務めます。 
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＜議題（例）＞ 

・各班との情報共有  

・避難者からの要望や苦情、対応方針の決定 

・避難者のうち、要配慮者に関する情報共有と対応方針の決定 

・避難所内のルールや運営方針の協議・決定（トイレ清掃の順番など） 

・災害対策本部からの情報の共有 

・災害対策本部への要請の調整や決定 

・ボランティアの派遣要請 等 

 

 

（３）応援要請 

   避難所運営委員会では人員の不足、有資格者や専門家の派遣を要する場

合は、様式８「応援要請依頼表」により災害対策本部に応援要請を行いま

す。 

 

避難所運営委員会組織図（例） 

 

 

  
 

避難所運営委員会 

活動班 

総務班 

情報広報班 

救護班・防火班 

食糧・物資班 

環境衛生班 

ボランティア班 班長 

班長 

班長 

班長 

班長 

班長 

委員長・副委員長 

避
難
所
担
当
職
員 

施
設
管
理
者 

災
害
対
策
本
部 
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※避難所運営委員会の役割 

避難者一人ひとりが勝手な行動をとると、避難所内の秩序ある共同生活は困

難となります。また、避難所の運営を他人まかせにしていると、自主的な避難所

運営も困難となってしまいます。避難所は、避難者自身が生活する場であるこ

とから、その運営は避難者自らが避難所生活の主体者として運営にあたること

が必要です。 

したがって、その運営は避難者等で組織する避難所運営委員会とし、災害対策

本部やボランティアはできる限りその支援にあたることになります。 

また、男女のニーズの違い等に配慮するため、班編成については男女バランス

よく構成し、班員については避難者数の状況に応じて編成を行いましょう。 

 

３ 各班の活動内容 

  P17～P26 ３ 各班の活動内容参照 
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第６章 避難所の閉鎖 

 

１ 基本的な考え方 

避難所の閉鎖は、避難者全員の退所をもって災害対策本部の決定により行

います。 

２ 避難所の規模縮小・閉鎖の準備 

（１）避難所は避難者数等の状況に応じ、縮小・統合を進めます。 

 

（２）避難所運営委員長は、避難者に対し避難所の移動や部屋の移動などに関

する理解と協力を求めます。なお、避難所によって避難者数にばらつきが

出るなどした場合は、災害対策本部の指示により、避難所の統廃合を図り

ます。その場合は、避難者への影響ができるだけ少なくなるように配慮し

ます。 

 

（３）避難所運営委員長は、避難所を移動することが決定した後、移動の日時や

荷物の搬送のための車両及び人員の確保について災害対策本部と協議し

ます。 

 

３ 避難者への働きかけ 

（１）避難所はライフラインの復旧及び、仮設住宅等避難所以外での生活がで

きるようになるまで設置し、避難生活が慢性的に継続されることを回避し

ます。 

 

（２）避難所運営委員会は、災害対策本部からの指示を受け、避難所撤収の準備

に取り掛かります。 

 

（３）避難所運営委員会は、避難所の閉鎖時期及び撤収準備などについて避難

者へ説明します。 

 

４ 避難所の復旧作業 

（１）避難所の後片付けについては、避難所運営委員会において実施し、使用し

なかった物資等の回収が必要な場合は、その種類、数量を災害対策本部に

連絡し指示に基づき処理します。 

 

 

（２）避難所の管理に使用した記録や各種台帳等を災害対策本部に提出します。 
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（３）仮設トイレ、ごみ、不用品等、避難所の開設により生じたもので、施設の

通常業務に支障のある物品等の撤去を災害対策本部に要請します。 

 

５ 避難所の閉鎖 

  避難所運営委員会は様式２「避難所状況報告」により、災害対策本部に対

し、避難所を閉鎖した旨を報告して解散します。 

  また、施設管理者は関係機関等と連携を図り、避難所閉鎖後の通常業務体

制を確立します。 
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1 北小学校 〇 〇 〇（赤石楽舎） ２階以上
2 図書館 〇
3 第一幼稚園 〇
4 北公民館 〇 〇 〇 ２階以上
5 北第二小学校 〇 ２階以上
6 華蔵寺公園・市民体育館 〇 〇
7 伊勢崎工業高等学校
8 南小学校 〇 〇 〇 ２階以上
9 伊勢崎興陽高等学校 ２階以上
10 南公民館 〇 使用不可
11 ふくしプラザ 〇 〇 ２階以上
12 伊勢崎清明高等学校 ２階以上
13 殖蓮幼稚園 〇 使用不可
14 殖蓮公民館 〇 〇 使用不可
15 殖蓮中学校 〇 〇
16 四ツ葉学園中等教育学校 ２階以上
17 殖蓮第二小学校 〇 〇 ２階以上
18 伊勢崎市文化会館 〇
19 絣の郷 〇 ２階以上
20 殖蓮小学校 〇 ２階以上
21 教育研究所 〇 使用不可
22 第一中学校 〇 〇 使用不可
23 伊勢崎高等学校
24 茂呂小学校 〇 〇
25 茂呂公民館 〇 〇 使用不可
26 広瀬小学校 〇 〇 ２階以上
27 広瀬生涯学習館 使用不可
28 群馬県総合教育センター・みらい共創中学校

29 児童センター 〇
30 隣保館 使用不可
31 三郷公民館 〇 〇
32 三郷小学校 〇
33 第三中学校 〇 〇
34 伊勢崎商業高等学校
35 青少年育成センター 〇
36 宮郷中学校 〇 ２階以上
37 宮郷幼稚園 〇 使用不可
38 宮郷公民館 〇 〇 使用不可
39 宮郷小学校 〇 ２階以上
40 宮郷第二小学校 〇 〇
41 名和公民館 〇 〇 使用不可
42 名和小学校 〇 ３階以上
43 名和幼稚園 〇 使用不可
44 第二中学校 〇 ２階以上
45 上武大学 ２階以上
46 東京福祉大学 ２階以上
47 清掃リサイクルセンター２１ 〇 ２階以上
48 坂東小学校 〇 ２階以上
49 第四中学校 〇 ２階以上
50 教育支援センター「ほっとる～む」南部教室 〇 使用不可
51 豊受公民館 〇 〇 使用不可
52 豊受小学校 〇 ２階以上
53 伊勢崎市民プラザ 〇 〇 ２階以上
54 子供のもり公園伊勢崎 〇 使用不可

三
郷

豊
受

下道寺町２６
下道寺町１６３－１
馬見塚町１２９７－１
馬見塚町１１３０
富塚町２２０－１３
馬見塚町１８０８－１

除ケ町４２２

波志江町２２３７－６
田中島町１０６５
田中島町１４８６－８
田中島町１１０２
田中島町１４７５－４

波志江町１１１６

避難所一覧

指定一般避難所 令和7年6月13日

地区 № 施設名
特設

公衆電話
防災倉庫

マンホール
トイレ住所

曲輪町２８－２４
曲輪町２２－２１
曲輪町２４－２６
平和町２７－３２

洪水時
の使用

北

南

殖
蓮

茂
呂

宗高町１２５
堤西町９３

上植木本町２７６３

茂呂町一丁目２４－１
南千木町５２３９-１
茂呂町二丁目２１６９－１
美茂呂町３０３２－７
新栄町４０７４－１
ひろせ町４０８０－５
今泉町一丁目２３３－２
粕川町１６０９

中央町３－８
上泉町３１０
上泉町２１２
上泉町６１９－１
中央町２６－２２
今泉町二丁目３３１－６
上植木本町２７４０－２
上植木本町２７６０
上植木本町２１５２－２
上植木本町１７０２－１
下植木町１２０３

宮
郷

名
和

連取町３０６９－１
堀口町４９２
堀口町５０２－１
堀口町２６０
堀口町２３７－１
戸谷塚町６３４－１
山王町２０２０－１
柴町９５４

昭和町３９１８
昭和町１７１２－２

鹿島町５８１－１

山王町１４２２－１
波志江町１０２９
波志江町１６２０
波志江町１９０３－１
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55 赤堀公民館 〇 〇
56 旧赤堀保健福祉センター 〇 〇
57 赤堀児童館 〇
58 あかぼり幼稚園 〇
59 赤堀小学校 〇 〇
60 赤堀南小学校 〇 〇
61 赤堀中学校 〇 〇
62 赤堀東小学校 〇 〇
63 赤堀南児童館 〇
64 赤堀あさひ児童館 〇 使用不可
65 赤堀体育館 〇
66 あずま小学校 〇
67 あずま中学校 〇 〇
68 あずま北小学校 〇 〇
69 あずま公民館 〇
70 あずま体育館 〇
71 あずま南小学校 〇 〇
72 あずまスタジアム 〇
73 みやまセンター 〇 〇 使用不可
74 あずま幼稚園 〇
75 精神医療センター
76 境小学校 〇 〇 ２階以上
77 伊勢崎高等特別支援学校 ２階以上
78 境南中学校 〇 使用不可
79 境体育館 使用不可
80 境武道館 使用不可
81 境公民館 〇 使用不可
82 境采女小学校 〇 〇
83 境采女公民館 〇
84 境北中学校 〇
85 境西中学校 〇 ２階以上
86 境剛志小学校 〇 〇 ２階以上
87 境剛志公民館 〇 使用不可
88 旧境島小学校 〇 ２階以上
89 境島村公民館 〇 使用不可
90 境東小学校 〇 〇 ２階以上
91 境東公民館 〇 使用不可
92 境社会福祉センター 〇 使用不可
93 境産業振興会館 〇 ２階以上
94 境児童センター 〇 ２階以上
95 境総合文化センター 〇

1 ふくしプラザ 〇 〇 ２階以上
2 旧健康管理センター 〇 ２階以上
3 伊勢崎市民プラザ 〇 〇 ２階以上
4 旧赤堀保健福祉センター 〇 〇
5 みやまセンター 〇 〇 使用不可
6 境地域福祉センター 〇 使用不可

1 伊勢崎第二市民体育館 洪水時のみ

西久保町二丁目８１
西久保町二丁目１２３－１
西久保町二丁目１０５
西久保町二丁目１００

田部井町三丁目２０９０
田部井町三丁目２０９０

香林町一丁目１３４８－１
西久保町二丁目８１
東町２７７０
東町２７０７－２
国定町二丁目１６２７

防災倉庫
マンホール

トイレ
洪水時
の使用

赤
堀

三室町４２９０
田部井町三丁目１９０８
東小保方町３２４３－２

境６０９－１
境萩原１７５０－２
境５９８－１
境下渕名２０２０
境下渕名２０２３－１

東町２６７２－１
国定町二丁目２３７４
境５１５
境４９２
境１８８

指定一般避難所

地区 № 施設名

堀下町２７６

東

境

特設
公衆電話

西久保町一丁目７２
堀下町２６４－１
西久保町二丁目３２９－１
香林町一丁目２６０－２

福祉避難所

№ 施設名
特設

公衆電話

境新栄１２－４
境木島８１８

境島村２７２０
境米岡２５３－２
境米岡７６４－１
境女塚２９６
境新栄１３－６

境下渕名２０１１－１
境下武士８７２－２
境下武士８３１
境下武士８６２－３
境島村１９６８－４０

住所

洪水時
の使用

洪水時
の使用

乾町７５-５

境上武士９７２－１

住所

住所

中央町２６－２２
太田町１１７８
富塚町２２０－１３
西久保町二丁目１２３－１
東小保方町３２４３－２

マンホール
トイレ

ペットの生活場所への持込可能な避難施設

№ 施設名
特設

公衆電話
防災倉庫

防災倉庫
マンホール

トイレ



41 
 

 

【公共施設】

1 県立伊勢崎特別支援学校 使用不可

2 伊勢崎市障害者センター 〇 ２階以上
3 伊勢崎市保健センター ２階以上

【民間施設】

1 社会福祉法人宮郷会 1 特別養護老人ホームあいの詩
2 特別養護老人ホーム愛老園
3 看護小規模多機能施設広瀬

3 社会福祉法人パトリア 4 特別養護老人ホームアミーキ
5 特別養護老人ホームいこいの里
6 特別養護老人ホーム銀杏の丘
7 恵風荘デイサービスセンター
8 特別養護老人ホームぶどうの郷

6 社会福祉法人ことぶき 9 ことぶきの郷
7 社会福祉法人赤堀・東福祉会 10 特別養護老人ホームサルビア荘
8 社会福祉法人植竹会 11 特別養護老人ホームゆたか
9 社会福祉法人おおぎだ 12 特別養護老人ホームローズヒル
10 社会福祉法人光徳会 13 特別養護老人ホームロータスヴィレッジ

11 社会福祉法人植木会 14 特別養護老人ホームなごみ
12 社会福祉法人一葉 15 特別養護老人ホームGreen Rose

16 特別養護老人ホーム小泉の杜
17 高齢者複合施設いせさき
18 指定障害福祉サービス事業所　天啓園

19 指定障害者支援施設第二天啓園
20 はぐるまホーム
21 指定障害福祉サービス事業所　かざぐるま

22 伊勢崎市福祉作業所
23 伊勢崎市うえはす福祉作業所
24 伊勢崎市あかねの館福祉作業所
25 障害福祉サービス事業所くわのみ
26 さくらんぼホーム
27 伊勢崎市桑の実福祉作業所
28 伊勢崎市デイ・サービスセンターまゆ

29 伊勢崎市地域活動支援センターあずま

16 社会福祉法人やよい福祉会 30 就労継続支援Ｂ型事業所やよい
31 地域活動支援センタ－のあ福祉作業所

32 障害福祉サービス事業所あみ
18 社会福祉法人明清会 33 調整中

34 平成の家
35 アンボリータ
36 ひなたぼっこ昭和館
37 ひなたぼっこみんなの家
38 デイサービスひなたぼっこ
39 多機能ハウスひなたぼっこ

21 赤堀医療株式会社 40 小規模多機能型居宅介護あかぼりの里

41 介護付有料老人ホームラポール伊勢崎

42 小規模多機能型居宅介護施設美茂呂の丘

43 日の出(小規模多機能型居宅介護)
44 住宅型有料老人ホームあけぼの

24 医療法人あづま会 45 在宅包括サービスおおいど
46 いちいがし
47 夢楽舎
48 こもれび
49 あらかしの森
50 輝楽舎
51 どんぐりの木
52 森の子園

法人名№

指定福祉避難所

粕川町１００３
西田町７１
大手町１８－１

住所施設名称№

施設
No. 指定施設名称

22 株式会社ヒルズ伊勢崎

23 株式会社あさひ

八坂町７－１２
山王町１５３５－１
山王町１５３８－２
堀口町６６６－１

安堀町７８５－４
安堀町７８５－５
羽黒町３－４

八坂町４－１９
八坂町４－１９

20 有限会社さくらファミリー
羽黒町１－４０
境保泉１５５３－１
境伊与久１６８４－３

有限会社ケアセンター平
成

19

社会福祉法人樫の木

15 社会福祉法人桑の実福祉会

境女塚２８８３－１
境新栄１－５
境新栄１３－７
境女塚２８８３－１
国定町２－１５２７－１

社会福祉法人さかい福祉会

5 社会福祉法人まがたま会

安堀町７８９－３
田部井町３－２０１７－２
境上武士６０３－３
柴町８９６－４
柴町８９６－４
東上之宮町８９３－２

田中島町１１６９

住所

洪水時
の使用

マンホール
トイレ

防災倉庫
特設

公衆電話

太田町６８６
安堀町１１７８－１１
磯町４３５－１
境上武士１０１７－１
境上渕名１０１０－１
韮塚町１１
宮古町１２８－１
波志江町１９７６－５

※（注意）指定福祉避難所に避難できる方は事前に施設と調整し、市から特定された要配慮者とその家族だけです。
一般の方や対象の施設を利用していても事前に施設と調整し、市から特定されていないと避難できません。

美茂呂町４５１２－１
美茂呂町４５１２－２
境伊与久４０９２－４
境伊与久４０９２－５
東小保方町４００８－１
八坂町８－７

25

13 社会福祉法人和会

14
社会福祉法人伊勢崎市愛
のはぐるま会

西久保町１－５０－１
柴町８９６－４
上植木本町２１９５－２
磯町４０９－２

17
社会福祉法人グリーンフィ
ンガーズ 三和町２１０６－１

境美原１５－６
東町２６７１－１

2

4

香林町２－１４９２－１

国定町２－２３４５
馬見塚町１１９６－１
北千木町１１２６
豊城町２７８０－２
本関町１２１６－１

社会福祉法人三友会
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地震発生 

避難所開設の作業開始 

開設作業完了により 

避難者の受入開始 

災害対策 

本部へ協議 

災害対策本部から 

の指示により対応 

避難所運営委員会の設立 

 

避難所運営委員会で 

協議し、問題解決 

避難所の閉鎖 

初 

動 

期 

中 
長 
期 

閉 

鎖 

期 

避難所への参集連絡あり 

避難所担当職員 

施設管理者 

自主防災組織 

で協議し問題解決 

各班による運営開始 
災害対策 

本部へ協議 

災害対策本部から 

の指示により対応 

避難所の閉鎖 

作業の実施 

避難所運営委員会で 

協議し、問題解決 

災害対策 

本部へ協議 

災害対策本部から 

の指示により対応 

地震：P8～P14 

風水害：P27～P33 

地震：P15～P26 

風水害：P34～P36 
  

  

YES 

YES 

YES 

YES 

YES YES 

NO 
NO 

NO NO 

NO NO 

  P37,38 

   避難所運営における問題解決のフローチャート 

          

           地震編                 風水害編 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              



 

地震用  

【様式１】 

避 難 所 安 全 確 認 シ ー ト 

避難所名                 

   年  月  日 確認者氏名                    

※判定欄・・・○か×を記入 

区分ごとに判定し、すべての項目に〇が付いた場合に使用可とする。 

 

区 分 点 検 項 目 判定 番号 

体育館 

建物は傾斜していないか。  １ 

火災は発生していないか。  ２ 

建物に大きなひび割れはないか。  ３ 

照明や窓ガラスの破損、飛散はないか。  ４ 

天井の落下、床の陥没、内壁の剥離はないか。  ５ 

出入口の扉に破損はないか。  ６ 

設備・備品に破損はないか。  ７ 

校 舎 

照明や窓ガラスの破損、飛散はないか。  ８ 

天井の落下、床の陥没、内壁の剥離はないか。  ９ 

出入口の扉に破損はないか。  １０ 

什器、備品の転倒、落下はないか。  １１ 

使用できない教室はないか。  １２ 

防火扉は閉鎖しているか。  １３ 

渡り廊下は通行可能か。  １４ 

非常口、非常階段は使えるか。  １５ 

校 庭 

地割れはないか。  １６ 

液状化はないか。  １７ 

陥没又は隆起はないか。  １８ 

プール 

プール本体に亀裂はないか。  １９ 

プール周辺に亀裂はないか。  ２０ 

給排水管の破裂はないか。  ２１ 

防災倉庫 
倉庫に変形等の異常はないか。  ２２ 

資機材は使用できるか  ２３ 

その他 

（気づいた点が

あれば記入） 

 

   

 

 

 

 



 

伊勢崎災害対策本部宛                                       【様式２】 

ＦＡＸ： ０２７０－２４－９６６８（教育総務班） 

 

避難所状況報告書【第  報】 

避難所名                 

    年  月  日 

開 設 ／ 閉 鎖    年  月  日   午前 ・ 午後  時  分 

発 信 者 氏 名  役職名  

発 信 日 時    年  月  日   午前 ・ 午後  時  分 

避 難 者 人 数 約        人 

世 帯 数 約       世帯 

周

辺

の

状

況 

安 全 確 認 未実施 ・ 安全確認済み ・ 危険箇所あり 

救 助 ・ 救 護 必要（約  人） ・ 不要  ・  不明 

ライフライン 電気停電  ・  水道断水  ・  ガス停止 ・  電話不通 

道 路 状 況 通行可能 ・ 片側通行 ・ 通行不可 

建 物 延 焼 なし ・ 延焼中（約  件） ・ 不明 

建 物 倒 壊 なし ・ あり（約   件） ・ 不明 

避難者数見込み 増加 ・ 減少 ・ 変化なし 

その他連絡事項（具体的に） 

災

害

対

策

本

部 

受信者氏名  

受信日時  

受信手段  

発信元番号  

※ □第１報（開設後すぐ）  □第２報（3 時間後）  □第３報（6 時間後） 

以降は状況に応じて報告すること 

 



 

避難者名簿（個票）        【様式３】                            感染症チェックリスト 

 

あなたやご家族で下記項目に当てはまる方がいる場合は 

☑を記入してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 裏面も記入してください 

世帯主 

（フリガナ）    男・女 

氏名      年齢    歳 

住所   

同行者 

（フリガナ）    男・女 

氏名      年齢    歳 

（フリガナ）       男・女 

氏名      年齢    歳 

（フリガナ）       男・女 

氏名      年齢    歳 

（フリガナ）       男・女 

氏名      年齢    歳 

（フリガナ）       男・女 

氏名      年齢    歳 

入所日     月    日      時     分 

退所日     月    日      時     分 

その他特記事項 

          

1  □ 高熱（37.5 度以上）の熱がある方はいますか？ 

2 □ 
高熱（37.5 度以上）の熱が数日以内にあった方はい

ますか？ 

3 □ 強いだるさがある方はいますか？ 

4 □ 息苦しさ、咳や痰、のどの痛みはある方はいますか？ 

5 □ 
その他、感染したかも知れないと心配になる症状があ

る方はいますか？ 



 

【様式３－２】 
避 難 者 名 簿 

番号 
(フリガナ) 

氏  名 
性 別 年齢 

住所・電話番号 

(同一世帯の場合は一括記入) 

心身の状況 

(障害、疾病等) 

自 宅 の 状 況 

(全壊、半壊、一部破損、断水、 

  停電、ガス停止、電話不通等) 

入所 

日時 

退所 

日時 
そ  の  他  特  記  事  

記入

例 
伊勢崎 太郎 男・女 38 伊勢崎市今泉町二丁目４１０番地 

身体障害２級 

一部介助が必要 
一部損壊 

10/12 

18:00 
 柴犬１匹同伴 

記入

例 
伊勢崎 花子 男・女 35 同上  同上 

10/12 

18:00 
 介助人 

  男・女        

  男・女        

  男・女        

  男・女        

  男・女        

  男・女        

  男・女        

  男・女        

  男・女        

  男・女              

 

 避難所の名称：                       

 



 

【様式４】 

避 難 所 日 誌 

避難所名                 

記入者  記入日 年  月  日 

避難者数 

（１８時現在） 
男    人 女    人 計    人 

避難世帯 

（１８時現在） 
       世帯 

ライフラインの状況

（該当に○） 
停電  ・  断水  ・  ガス停止  ・  電話不通 

ボランティアの状況 
ボランティアの有無 

有 ・ 無 

主な活動内容 

避難所運営委員会での協議内容 

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

 

その他特記事項 

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

 

 

 

 



 

                                        【様式５】 

 

避 難 者 カ ー ド（世帯表） 

避難所名                （世帯ごとに記入してください） 

住 所 

電話番号 

住居の被

害等の状

況 

全壊・半壊・一部損壊・全焼 

半焼・床上浸水・床下浸水 

被害なし・不明 

入所日時 年   月   日   午前 ・ 午後   時頃 

退所日時 年   月   日   午前 ・ 午後   時頃 

 

氏 名（ふりがな） 続柄 年齢 性別   備 考  該当する項目に〇

を付けてください 

（世帯主） 

 
本人  

 
男・女 

１全介助 ２一部介助 ３障害者  
４妊産婦 ５医療機器利用者  
６アレルギー ７その他

（     ）  

     男・女 

１全介助 ２一部介助 ３障害者  
４妊産婦 ５医療機器利用者  

６アレルギー ７その他（     ） 

   男・女 

１全介助 ２一部介助 ３障害者  
４妊産婦 ５医療機器利用者  

６アレルギー ７その他（     ） 

   男・女 

１全介助 ２一部介助 ３障害者  
４妊産婦 ５医療機器利用者  

６アレルギー ７その他（     ） 

   男・女 

１全介助 ２一部介助 ３障害者  
４妊産婦 ５医療機器利用者  

６アレルギー ７その他（     ） 

   男・女 

１全介助 ２一部介助 ３障害者  
４妊産婦 ５医療機器利用者  

６アレルギー ７その他（     ） 

世帯の避難状況 

□世帯全員一緒に避難している 

□自宅や他の場所に避難している家族がいる 

（どなたが            ）（どこに                   ） 

□連絡のとれない家族がいる （どなたですか              ） 

ケ ガ 等 の 状 況  

ペット同行 種類  呼び名  
整理番号 

※記入不要 
 

その他特記事項 
避難所運営に協力できる資

格等をお持ちの方は氏名と

内容を記載してください 

 

 

◆この名簿に記載された個人情報を市職員以外（報道や安否の問い合わせ等）に 

提供することについて  （ 同意する ・ 同意しない ）



 
 

【様式６】 

傷 病 者 リ ス ト 

避難所名                 
 

№ 
氏 名（ふりがな） 

（年齢） 

性

別 

住  所 

（連絡先） 

けが・病気 

搬送（要・不要） 

処

置 

１ 

 

 

（   才） 

男 

・ 

女 

 
 

未 

・ 

済 
搬送（要・不要） 

２ 

 

 

（   才） 

男 

・ 

女 

 
 

未 

・ 

済 
搬送（要・不要） 

３ 

 

 

（   才） 

男 

・ 

女 

 
 

未 

・ 

済 
搬送（要・不要） 

４ 

 

 

（   才） 

男 

・ 

女 

 
 

未 

・ 

済 
搬送（要・不要） 

５ 

 

 

（   才） 

男 

・ 

女 

 
 

未 

・ 

済 
搬送（要・不要） 

 

 

 

 

 



 

【様式７】 

避難所ペット等登録台帳 

避難所名                 

記 入 者 

（飼い主） 

住 所 

氏 名 

電話番号 

入所日 年   月   日   午前 ・ 午後   時頃 
 

整理番号 

※記入不要 
 種 類 

犬 ・ 猫  

その他（     ） 

呼び名  毛 色  

体 格 大  中  小 年 齢  

首 輪 有（色   ）・無 鑑札番号  

病気やケガ等の

健康状態や性

格、特徴等 

 

 

整理番号 

※記入不要 
 種 類 

犬 ・ 猫  

その他（     ） 

呼び名  毛 色  

体 格 大  中  小 年 齢  

首 輪 有（色   ）・無 鑑札番号  

病気やケガ等の

健康状態や性

格、特徴等 

 

 

 

  



 

伊勢崎災害対策本部宛                                        【様式８】 

ＦＡＸ：０２７０－２４－９６６８（教育総務班） 

 

応 援 要 請 依 頼 表  

避難所名                 

避 難 所 記 入 欄 

発 信 者 氏 名  

発 信 日 時    年  月  日   午前 ・ 午後  時  分 

№ 活動内容 必要な資格・経験等 人数 期間 備考 
受入 

人数 

       

       

       

       

       

・総務班は必要人員を記入し、避難所担当職員に依頼してください。 

・避難所担当職員は災害対策本部にＦＡＸで送信してください。 

・ＦＡＸが使えない場合は、手元に控えを残し、電話で連絡してください。 

・応援が到着したときは、受入人数を記入してください。 

災 害 対 策 本 部 記 入 欄 

受 信 者 氏 名  

受 信 日 時    年  月  日   午前 ・ 午後  時  分 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

伊勢崎災害対策本部宛                                        【様式９】 

ＦＡＸ： ０２７０－２６－１８０８（社会福祉班） 

 

物 資 依 頼 表 

避難所名                 

避 難 所 記 入 欄 

発 信 者 氏 名  

発 信 日 時    年  月  日   午前 ・ 午後  時  分 

№ 品   目 サイズ等 数 量 単位 備考 受領日 受領者 

        

        

        

        

        

・食糧・物資班は必要物資を記入し、避難所担当職員に依頼してください。 

・避難所担当職員は災害対策本部にＦＡＸで送信してください。 

・ＦＡＸが使えない場合は、手元に控えを残し、電話で連絡してください。 

・食糧・物資班は物資を受領したときは、「様式１０避難所物資管理簿」に記入してください。 

災 害 対 策 本 部 記 入 欄 

受 信 者 氏 名  

受 信 日 時    年  月  日   午前 ・ 午後  時  分 

 

物 資 搬 送 者 記 入 欄 

搬 送 者 氏 名  

搬 送 日 時    年  月  日   午前 ・ 午後  時  分 

 

  



 
 

【様式１０】 

避難所物資管理簿  

避難所名                 
 

月／日 品  目 受入数 
配布数 

① 

残数 

① 

配布数 

② 

残数 

② 

配布数 

③ 

残数 

③ 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

◆この様式は、災害対策本部等から物資を受け入れた際に記入します。 

◆この用紙は避難所において保管し、食糧・物資班が管理します。



 
 

共通理解ルール（例） 

１ 避難所は、災害時における地域住民の生活の場となる所です。 

２ 避難所の円滑な運営を行うため、避難所運営委員会（以下、「運営

本部」という。）を設置しますので、その指示に従ってください。 

３ 避難所は、地域のライフラインの復旧及び被災者が一定の生活を過

ごすことができるまでを目処として設置し、復旧後は速やかに閉鎖

します。 

４ 入所・退所の際は、必ず運営本部（受付）に報告してください。 

５ 施設管理者が定めた入室禁止の部屋等は使用できません。 

６ 消灯は、夜（   時）です。ただし、廊下や管理に必要な部屋は

点灯したままとします。 

７ トイレの清掃は、朝（   時）、午後（   時）に避難者が交

代で行います。 

８ 飲酒や喫煙は運営本部で定めた場所や時間に基づいて行ってくだ

さい。 

９ 犬、猫などのペットを室内に入れることは禁止します。ただし介助

犬等については除きます。 

10 要配慮者等で通常の生活に介護等の特別な事情のある人は運営本

部に届け出てください。 

11 困ったことがあった場合は、運営本部に申し出てください。 



 

ペットの飼育ルールについて（例） 

 

ペットの飼い主の皆さんへ 

 

避難所では多くの人たちが共同生活を送っています。 

ペットの飼育については、次のことを守って避難所生活

を送ってください。 

 

１ 避難所運営委員会の指示には、必ず従ってください。 

２ ペットは指定された場所につなぐか、ケージ（かご、檻）に入れ

て飼ってください。 

３ 飼育場所は飼い主の手によって清潔を保ち、必要に応じて消

毒を行ってください。 

４ 給餌は時間を決めて、その都度きれいに片づけてください。 

５ 運動やブラッシングは必ず屋外で行ってください。 

６ 他の避難者との間でトラブルが生じた場合は、速やかに避難

所運営委員会に届け出てください。 

７ ペットには必ず名札等を付けてください。 

 

 



 

【別添携行品例】 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢崎市避難所運営マニュアル改訂履歴 

 

 

初 版  平成２９年１０月２７日  新規 

２ 版  平成３１年 ３月２９日  改訂 

３ 版  令和 ２年 ６月 ８日  改訂 

        ４ 版  令和 ５年 ４月 １日  改訂 

５ 版  令和 ６年 ４月 １日  改訂 

６ 版  令和 ７年 ６月１３日  改訂 
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